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と
日
中
関
係

中
国
内
政
に
コ
ミ
ッ
ト
避
け
よ

今回の
胡
畑
邦・
中
国共
産
党総
俗配
解
任は、
まこ
とに
街
態
的で
あ
り、
ド
ラマ
チ

ッ
クで
さ
え
あっ
た。
学生
や
知帥
人
章

、官子
る
民主
佑
請が
思わ
ぬ
市
ま
り
を
凡・

せは
じ
め
たこ
とに
体
制的な
危拙
を感
じ
た
忠商
突
力者の
卸
小平主
任
らが
党の
母高

賀任者
を処
断するこ
とに
よっ
て
離
周
を切
り
抜
けよ
うとし
た
もの
で
ある
が、
い
わ

ゆる
開放

体制ト
の
申
国に
内在
する
根本
矛回
は
何ら解
決
され
てい
ないの
で、
中
国

はここ
当
分、
溜
刻

な政治危械に
お
びや
か
され
ねば
な
らない
だ
るつ。
ポ
ス
ト
郡
小

平の
時代へ
の
鹿
却
を賦みれ
ば、
なお
さ

ら不安がつの
る
とい
わざる
を仰ない。

経
情改
革か
ら
政治
改革へ、
そし
て
聞
かれ
た中
同へ
とい
う
則仰は、
この
悶の
内

外に
お
い
て、
魚
辿に一世ん
で
ゆか
苫る
を仰ない
だ
ろ
う。

今回の一
迎の
プロ
セ
ス

が片付析し
て
み
る
と、
い
わ
ゆる
改
お派
と
保守派の
対立
と

い
う楠
聞か
背
景に
あっ
たこ
とは
明白
であ
る
けれ
ど、
この
保守
派
を
私
は
，
原
則

派（
と
呼ん
でい
る。
それ
は’依
りが、

急ぎすぎ
行
き
京ぎの
改
革に
危
悦
を
抱い
て、

． 

革
派は、
昨
年
＋二
月上
旬以
来の
学生
デモ巳一
時は
勇
気
づけ
ら
れ
た
か
に
見
え
た

が、
巡
助の
広
が
りが
かえっ
て
彼
ら

そ嗣地に
迫い
や
り、
その
器
削

努あ
ぐっ
て

部
小
平日
課

邦体制その
ものに

男爵

議開か
き、

忽ぎ茎持季きの
改革

の

向涯と
居申
花
辺
助へ
の
対処の
あ
り方
そめ
ぐっ
て、
胡
蹴
邦総
mwM
が
ス
ケl
プゴ

1トに
なっ
た
もの
と
恕われ
る。

それに
し
て
も、
中
国がこ
の
よ
うな
事
態に
い
たっ
た
原因
とし
て、
日
本の
影
総力

や
間任
も
大きい
と
私は
考え
てい
る。
過
去一一、
三
年、
わ
が国の
政・
財・
官
界は、

あ
げて申
国の
改革
に
甘い
幻

禁お
き、
パ
孟の中
田市
場
廃夢
み
て中
国へ
殺
到

し、
永年
の
毛沢
民政治や
文革
の
慨
を一
捗一

捗捕す余
裕
を
与え
ずに、
中
間の「
西

側化」
を一
挙に
はか
る
Z
し
たの
ではなかっ
た
か。
その

ような
朋
待の
なか
で、

つい

先取ま
で、
中
国は
卸
小平日
胡
蹴

邦体制下
で
も
う
すっ
か

泣訴定レ、
日
中
関係

は友
好の
去すな
で
固く
結ばれ
てい
て
何も
間
阻
はない
とし
き
りに
唱
え
て
い
た
の

は、
日
本
政
府自
身で
も
あっ
たの
だ。

とくに
中

前栂首
相は、
胡開
邦
氏との
家
朕
ぐる
みの
つ
き
あい
をし
ばし
ば
友
好の

あか
レ
とし
て
mumレ
てい
たの
で
あっ
た。
私
などは、
「
君子の
交わ
りは
協きこ
と

水の
ご
とレ、

小入
妥わ
りは
甘
さこ
と
阻（れ
い
H
甚）
の
ご
と
と
とい
品話
子

の
古
都
疹剖引い
て、
一
回の
串
相
た
る
もの
は、
中
間首
脳との
交わ
りも
開く
あるべ
き

で、
家
族
ぐる
みの
甘い
関係
など

は危険で
ある
憶
をし
ばし
ば
主
叫
し
て
き
た
け
れ

ど、
都
加がこ
うなっ
た以
上、
日
本
側の
受け
る
協もき
わ
め
て
大
きい
だろ
う。

その
よ
うな
雰囲
認の
なか
で、
中
国州

安』甘
く
門ん
てい
た
ためか、
パ
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8中

友好の
ため
か、
回
中二
十一
世

紀香川門会話的制

政相は先足させ、
中
間
側のパ
l
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社
《圭
艇の
原則に
よ

り中誕に
「梱
歩
前地」
で
改m
e泊め
るべ
きだ
とヲえ
てい
る

リー
ダー
た
ちだ
か
らで
あ
るー
しか
もこれ
らの
即
別加は、
限界
グル
ー
プ、
山即
日グ

ル
ー
プ、

李先念
グル
ー
プ
など、
部
小平日
制
服
邦体
制トの
改
店路
線に、
この
とこ

ろ

器密喧ス
続け
て
き
た
抑
制慌の
政治
的な
翌日体
制（コ
ア
リショ
乙
で
ある
と

こ
ろに、
その
滞在
基
践の
広
がりがあっ
た
と見なけれ
ば
な
る
まい。

こ
うし
た原
則派の
台
頭は、
すでに一
昨
年九月の中
間
共産
党全
国代
表
会
視では

きわめ
て
明聞に
なっ
てお
り、
昨
年九
月の
同
士一
担ハ
中

会京採
択レ
た
「社
会主

鴨相神文
明快
間」
は、
一
般の
報
道とは
迩っ
て、
改お
の
行

さすぎに
ブレー
キ
をか

けよ
予とす
る原
則派がい
かに
視
強い
か
雲市した
もの
で
あっ
た。

その
よ
うな状
況の
なか
で、
六中
全
会では部
小平
氏と制
服
邦
氏との
あい
だに一

稲の
制力

闘金支
生じ
た
との
情
報も
あ
り、

ホ服は、
この
あ
たりか
ら慌
刻化
し
て

い
たよ
うで
ある。
そうし
た
内
部
分裂に
よっ
てさ
らに
追い
つめ
られ
つ
つ
あっ
た
改

ト
ナ！
とし
て、

認
邦
氏以
下、

翠立（
政治

凶器薬中
央
箆
処常
利
諮）、

玉
兆国（

中央寝起
処
僚記）
ら、
い
ずれ
も
拡
昨主
制均
年
間孫
列の
改
氾派
をもっ
ぱ

ら相
手に
し
て
き
たの
で
あ
る。
これ
ら
問問
邦グル
ー
プの
指
埠者
たちが、
い

ま哲域

に
陥
りつつ
あ
るこ
とはい
うま
で
も
ない。

さ
らに

怒さ
とは、
中
義首
相

自身が
服問
題の
開
制か
だが
お
臼
管
室

流セン
ター
定限式
出席
を名
目
と

する去
る十一
月上
旬の肪中
で、
胡
服
邦氏ら
Y五志

，
えに
し
て、
芸Cに
中
国の
路
線
闘
争にコ
ミッ
ト
する
かの
よ
う
な情説
をし
てい
るこ

とで
ある。
中
例制廿
相は、
「
苛年
／

青年は
人類地
歩の
原動
力で
ある。
わ
が国

の

別治仲析は、
多
数の
若者が、
わが
身
を刷み
ず、
守旧
派
と戦い、
わ
が
凶
を封
辿・

岡
京か
ら近代
関
誌へ
と
脱皮
守口せ
た
壮絶な
ド
ラマ
で
あっ
た」
と、

まる
で
アジ
テー

ターの
よ
う
な口
問で
担っ
てい
たの
で
ある。

これ
は
明ら
かに
胡開
邦
氏ら
改
お派
を臨
抑レ、
「
守旧
派」
つま
り保
守
派
ないし

は
郎
則派
が
打
倒され
るこ
と
を
則っ
た
加問
だ
舟減λけ
とめ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る

が、
ただ
で
さ
え、
申
内組首
相
らとの
親密
な
交友の
ために
「今回
の
在
兆銘」
など

と主Cや
かれ
てい
た胡
郎
邦
氏に
とっ
ては
惑で
あっ
た
だ
るっし、
これ
を闘い
た

保
守派
ないしは
似
則派の
回庄
はさ
ぞ
立
阻レ
たこ
とだ
るつ。

ここに
も
附
され
た中
円相
失百
があっ
たの
で
あ
る
が、
それ
だ
けに
収
叫恥の
合間

に
よ
る削
削

邦央盟
後の中
国は、
日
本に
たいし
て
も、
か
なり
厳し
く
対応
する
で
あ

ろうこ
と

を覚悟レ
てお
かね
ば
な
る
まい。
すでに
その
方
向は、
防
衛
斑の
G
NP一

%枠
削胞で
もはっ
送
記山てい
るの
で
あ
る。
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